
市立秋田総合病院改築基本構想（中間報告）に対する意見ついて

地方独立行政法人市立秋田総合病院

１　秋田市議会

①実施日　平成２８年９月１６日（金）

②実施方法　秋田市議会９月議会厚生委員会におけるその他説明での質疑

③意見の状況　下記のとおり

No. 内容 病院側の考え方・対応案 反映状況

1

建替の必要性は理解できるが、基本構
想（案）６ページにあるとおり２０３
０年以降は秋田市の１日あたりの入院
患者数が減少することを考慮して検討
してほしい。

　入院患者の将来推計では、２０３０
年頃をピークに減少に転じることを想
定しています。
　そのため、２０３０年のピーク時に
は病床利用率を高めて対応し、ぎりぎ
り間に合う程度の病床数に設定すると
ともに、建設規模を出来るだけコンパ
クトなものとし、将来の医療環境の変
化に柔軟に対応できるよう、設計上の
配慮をしていくことを考えておりま
す。

参考

2

精神病床について、精神疾患患者は増
えていると思われるので、検討案の５
０床では少ないのではないか。

　現病院の精神病床は、６０床ありま
すが、６床室等の多床室が多く、個室
が少ない状況にあります。
　当院精神科病棟に入院する患者につ
いては、個別対応を必要とする方が多
く、同室に入院させることが困難なこ
ともあり、一日当たりの受入患者数は
ここ数年３５人程度となっておりま
す。
　新病院では、病床数こそ５０床と減
少させることを検討していますが、個
室を多く設けることで個別対応が必要
となる患者を受け入れやすくなり、患
者数が増加しても対応可能であると考
えております。

参考

3

市立病院の役割は市民全体の生命と健
康のためであると考えれば、岩見三内
診療所に医師がいなく地域の住民が大
変困っているので医師の派遣や分院と
いう形などで医療の提供をしてほし
い。

　病院機能に関する意見として頂戴い
たしましたが、当院においては、医師
の派遣や分院の設置への対応は、現状
の医師配置や採算性の観点から困難で
あると考えております。 参考
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No. 内容 病院側の考え方・対応案 反映状況

4

第三駐車場と病院北側の街区公園を交換
してはどうかという地域住民の声を聞い
たことがあるが、建替にあたり検討して
はどうか。

病院北側にある川元松丘街区公園を病院
敷地に含めることができた場合、建ぺい
率の緩和、将来的な病院建替え敷地の拡
張など、当院としてのメリットが多く考
えられます。
また、第三駐車場を公園として整備する
ことにより、病児・院内保育園に隣接す
る公園が整備され、保育園の周辺環境も
非常に良好になるものと考えます。
このようなことから、市および近隣住民
との調整を図りながら、病院敷地として
の利用の可能性を検討してまいります。

反映

5

患者の年齢別構成について、他の病院と
の比較分析も求めたい。

基本構想の策定にあたり、入院患者の年
齢構成や医療資源の投下状況を分析し、
回復期機能を持つ地域包括ケア病床を増
床する方向で検討しております。
なお、秋田市内の総合病院における入院
患者の年齢割合の分析については、別紙
をご参照ください。

参考

6

市立病院は例えばがんのような、何か特
化したものを目指すべきではないか。

当院は急性期医療を主に提供する地域の
中核的な市民病院として、市民に医療を
提供しておりますが、現在の特徴として
は、小児救急を有するほか、採算性が低
く民間医療機関では提供困難な精神急性
期医療や結核医療を維持するなど、政策
的な医療を提供していることが挙げられ
ます。
　また、今般感染症病床機能を新たに検
討しているところであります。
　何かに特化すべきということは、病院
経営にとって非常重要なご指摘でありま
すので、今後とも当院の強み（特化分
野）について検討を加えつつ地域医療に
おける当院の存在意義を見いだしてまい
りたいと考えております。

参考

２　パブリックコメント

①実施日　平成２８年１０月３日（月）～１０月２１日（金）

②実施方法　病院ホームページによるパブリックコメント募集

③意見の状況　提出なし



別紙

秋田市のDPC対象病院における入院患者数の年齢割合

平成27年度

病院名 年代 0～ 10～ 20～ 30～ 40～ 50～ 60～ 70～ 80～ 90～

994 137 230 307 427 710 1,411 1,725 1,458 296

12.9% 1.8% 3.0% 4.0% 5.5% 9.2% 18.3% 22.4% 18.9% 3.8%

785 333 273 614 766 1,264 2,462 2,154 1,010 93

8.0% 3.4% 2.8% 6.3% 7.9% 13.0% 25.2% 22.1% 10.4% 1.0%

286 200 223 291 395 696 1,553 1,960 1,843 477

3.6% 2.5% 2.8% 3.7% 5.0% 8.8% 19.6% 24.7% 23.3% 6.0%

969 284 307 583 734 1,067 2,082 1,901 1,482 336

9.9% 2.9% 3.2% 6.0% 7.5% 10.9% 21.4% 19.5% 15.2% 3.4%

793 163 143 245 393 736 1,821 2,111 1,813 377

9.2% 1.9% 1.7% 2.9% 4.6% 8.6% 21.2% 24.6% 21.1% 4.4%

各病院で公表している平成27年度「DPCデータに基づく病院指標」より

　平成27年度の年齢別入院患者について、各病院における70歳以上の患者割合は、中通総合病院と
秋田厚生医療センターでは50％以上と高く、秋田大学医学部附属病院と秋田赤十字病院は30％台と
なり、本院はその中間で約45％となっております。一概には言えませんが、高齢の方の割合が低いほ
ど、より急性期機能を持つ病院ではないかと思われます。
　また、10歳未満の患者割合については、小児科救急外来を開設している本院と、総合周産期母子医
療センターを持つ秋田赤十字病院での割合が高くなっております。
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